
22広報とよおか　2015.2.25

防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。  　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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１ 地震が起こったら、安全確保行動を！
地震が起こったら、次の安全確保行動をとってください。
（１）まず低く　上からの落下物を避けられる場所で、低い姿勢をとります。
（２）頭を守り　落下物や飛来物を避けるため、机の下に避難したり腕で頭を守ります。
（３）動かない　１分間はじっと動かないでいます。机が揺れで飛ばされないように、しっかり机の

脚を持ち固定します。

地震に備える
　今年は、大正14年５月23日に発生した北但大震災から
90年、平成７年１月17日の阪神・淡路大震災から20年の
節目となる年です。地震は、いつ起こるか分かりません。

２ 震災総合防災訓練（北但大震災90年メモリアル事業）のお知らせ
日　時　８月30日（日）午前９時～（１時間程度）
場　所　各区（町内会）　※メイン会場は港中学校
対　象　全市民
内　容　防災行政無線を合図とした安全確保行動や取組みなど
その他　詳細は、後日、区長（町内会長）さんを通じてお知らせします。ぜひ、参加してください。

４ フェニックス共済に加入しましょう！
　兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、阪神・淡路大震
災で学んだ教訓「助け合い」（共助）の大切さを生かし、県が条例に基
づいて実施する「安全」・「安心」の制度です。小さな掛け金（共済負
担金）で、住まいと地域の確かな安心を手に入れませんか。

（１） 住宅再建共済制度
　　年額5,000円の共済負担金で、半壊以上の住宅の再建に対し、最大600万円が給付されます。
　　 一部損壊特約　年額500円で補修時等に25万円の給付を受けることができます。
（２） 家財再建共済制度
　　年額1,500円の共済負担金で、半壊以上または床上浸水に対し、最大50万円が給付されます。
※複数年一括支払い加入（初年度＋３・５・10年）による割引や、住宅再建共済と家財再建共済との
同時加入による割引があります。詳細は、下記まで問い合わせていただくか、基金ホームページ
をご覧ください。
《問合せ》公益財団法人 兵庫県住宅再建共済基金☎078‒362‒9400

フェニックス
共済の特色

　地震、津波、風水害、豪雪、竜巻などあらゆる自然災
害が対象です。
　地震保険や他の共済に加入していても加入でき、給付
を受けられます。
　住宅の築年数や規模等と関係なく、定額負担で定額給
付です。

検　索フェニックス共済

３月17日（火）
午前10時～午後３時
市役所１階ロビーに
出張窓口を設けます。

フェニックス
サポーター
はばタン

３ 住宅の耐震化を進めましょう！
　昭和56年５月31日以前（旧耐震基準）に建築された住宅は、無料で耐震診断を受けることができま
す。建築住宅課（☎21‒9018）または各支所地域振興係に申し込んでください。
　また、簡易耐震診断を受けた住宅を耐震改修する場合は、豊岡市と兵庫県の助成制度があります。
詳細は、建築住宅課または県建築指導課（☎078‒362‒4340）に問い合わせてください。


